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研究成果の概要（和文）：本研究は①認知症の人の家族介護者にインタビューをし、アセスメント項目抽出、文
献検討を実施した。認知症初期の情報ニーズが高いことが明らかにした。②「認知症の人の家族支援プログラ
ム」を開催、専門的知識の提供、ピアカウンセリングの要素を加えた。プログラムに参加することで、認知症に
関する情報・知識が増え、今後の生活の予測が可能になる、仲間とのつながりにより自己効力感が上昇した。家
族支援プログラム参加前後で認知症初期の人の状態は、DBD13が悪化しており、Zarit8に変化なかったものの主
観的介護負担感は軽減していた。③ガイドライン(冊子)「認知症といわれた人の家族が読む本」を作成した。

研究成果の概要（英文）：We interviewed families with experience of caring for people with dementia, 
selected assessment items, and conducted a literature review. We found that needs for information 
regarding early stage of dementia were high. We also held a “support program for families caring 
for people with dementia”, provided specialized information and peer counseling. By participating 
in the program, family caregivers had increased information and knowledge of dementia, developed 
future perspectives on their daily lives, and enhanced their self-efficacy through interaction with 
peers. Among caregivers of people with early-stage dementia, DBD-13 scores decreased, Zarit-8 scores
 remained unchanged, and the sense of subjective caregiving burden was reduced after the program. We
 prepared a pamphlet of the Guideline  entitled: <A Guide for Families of People Diagnosed with 
Dementia.

研究分野： 公衆衛生看護学

キーワード： 認知症　家族介護者　介護負担　介入研究

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症初期の人の家族介護者は、情報ニーズが高かったことから、情報提供、ピアカウンセリングを基本とした
「認知症の人の家族支援プログラム」を開催した。参加前後で本人のDBD13と家族介護者のZarit8は高くなって
いたが、主観的介護負担感は低減していた。それらの結果をエビデンスとして認知症の人の家族介護者の視点に
立ったガイドライン冊子を作成した。このガイドライン冊子は、認知症の人と家族介護者の自己選択、自己決定
に向けた自立支援に向けて作成した。ケアマネージャー等の支援者にとって混乱している家族介護者の気持ちに
近づくことができ、認知症の人と家族介護者への支援方法が拡大すると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１．研究開始当初の背景 

認知症の人の家族介護者の負担は深刻な社会問題となっており、認知症の症状や行動障害はさま

ざまであり、混乱していることが指摘されている。介護者たる家族を支えるためのシステムが必要

であるが、日本ではまだ整っていない。在宅で家族介護者の支援するためには、まず、家族介護者

自身の状況を適切に把握することと、さらにそのうえで家族介護者に丁寧な支援をしていくことが

必須であると考えた。在宅では、認知症の人の家族介護者の支援をするにあたって、介護保険制度

下の介護支援専門員が支援者としての役割は大きい。支援者が、介護者を的確にアセスメントし、

標準化したガイドラインで家族介護者支援をすることによって家族介護者のQOL 向上をもたらすと

ともに現代の高齢社会を支えていくための緊喫の課題であると考えた。 

２． 研究の目的 

介護保険制度下で、認知症の人の家族介護者を支援している専門職が介護者支援が適切に行える

よう、介護者支援のための「ガイドライン」を開発することを目的とした。 

３． 研究の方法 

 (1)認知症の人と家族介護者の介護負担に関するインタビューと文献検討 

(2)「認知症の人の家族支援プログラム」の開催と同時にアンケート調査 

(3)認知症初期の人の家族介護者の介護負担の実態の把握 

 (4)結果の知見を元にガイドライン冊子の作成。 

４．研究成果 

(1)認知症の人と家族介護者の介護負担に関するインタビューと文献検討 

家族介護者に認知症の本人の状況と介護状況および専門職との関わりについて半構造化面接法に

てフォーカスグループインタビュー調査を行い、内容分析を行った。カテゴリーは、【家族主体】【自

分の健康（身体、精神）】【家族の社会経済的な憂い】【家族の認知症の知識と理解】【介護サポート体制】

が共通したカテゴリーとして抽出された。文献検討では、2000 年～2016 年までに発表された医学中

央雑誌、CiNii、海外文献では Medline によるデータベース検索とし、「認知症」「介護者」

「intervention」のすべてを含む文献とした。さらに「グループ支援」に絞り込み、ハンドサーチも

併せて行った。論文の種類は定量化された論文とした。条件にあてはまる文献は国内で 6 件、海外

での文献 19 件で計 25 件であった。支援内容は、医師による情報提供や看護師による介護指導、ピ

アカウンセリングであるグループ内ディスカッションが行われていた。効果指標は、介護負担感、

うつや不安、ストレス、コーピング、主観的健康感などであった。介護負担の軽減は、有酸素運動

の介入、カウンセリングなどで効果があり、うつなどの心理にはカウンセリングや介護者同士の支

持的介入であった。 

(2)「認知症の人の家族介護者のための教室」を開催と同時にアンケート調査 

「認知症の人の家族支援プログラム」を認知症の人と家族の会愛知県支部尾之内方式を改編して開

催した。対象は、福岡大学病院認知症疾患医療センター、認知症の人と家族の会福岡県支部の協力

を得て、平成 29 年 10 月から 30 年 5 月まで 1 ヶ月に 1 回ずつ、計 6 回実施し、各回とも 3 時間実

施した。参加者は、認知症初期（要介護 2 まで）の人の家族 23 名（65.3±8.8 歳、男 7 名女性 16

名）であった。内容は毎回交流会 1 時間と講義・質問およびディスカッション形式とした。「認知症

の基礎知識」(医師)、「ケアマネージャーとの付き合い」（ケアマネージャー）、「認知症の人の生活の

中のリハビリテーション」（理学療法士）、「介護者の気持ちをみつめる」「福祉制度と社会資源」、「か

かりつけ医師との付き合い方」（開業医）であった。なお、上記教室を 3 年間継続した。教室の毎回



の出席率は 90％以上であった。 

次に、教室コンテンツニーズに関して、質問内容分析を行った。質問内容を類似性、同質性で分

類し、カテゴリー< >、サブカテゴリー[  ]、コード( )を抽出した。結果としては、認知症初期の

人の主たる家族介護者の質問内容は、<認知症症状><介護サービス><受診><介護者自身の思い>の

4 つのカテゴリーが抽出された。<認知症症状>は、[記憶力低下][判断力低下][幻視] [妄想][興味低下]

など認知症の症状とともに影響している[食事][排泄][徘徊][入浴]16 のサブカテゴリー、102 コード

があげられた。<介護サービス>は、[ディサービスにいきたがらない][ケアマネの業務][介護保険内

容]など５サブカテゴリー､39 のコードがあげられ、<受診>は、[受診拒否][医師よりの服薬中止][薬

の話][薬以外の話]など７サブカテゴリー、28 のコードがあげられた。<介護者自身の思い>では、 

[本人の自己中心への怒り][行動制御不能への怒り] [介護者自身の健康不安]があげられ、それに対し

て[罪悪感][受容困難][葛藤]が生じていた。さらに介護者家族として [自分で介護したい][他人に頼

めない][他人の偏見に怒り]など、同じ介護者立場の人との共有を背景とした質問があり、10 サブカ

テゴリー、57 コードがあげられた。 

最後に支援プログラム介入前後でアンケート調査による評価を行った。介入前後の家族介護者の

自己効力感（GSES）と介護負担（Zarit 8）、本人の認知症アセスメント DBD13、DASC21、岡林

の対処方略尺度、うつ尺度として CES-D、主観的介護負担を使用した。なお、解析は、SPSS24.0

を用い、χ2test、paired  t-test で分析した。有意水準を 5％とした。 

ⅰ）自己効力感は、介入前では 21.6 点から介入後 22.8 点（n=21）と上昇していた（P<0.05）。

また介護負担を測定する Zarit 8 では、介入前 19.6 点、介入後 20.3 点と有意な差はみられ

なかった。また、参加者の言葉として「認知症の知識がかなり増えた」「いろいろな社会資源

があることがわかった」などの情報獲得とともに、「仲間と話せてよかった」「また頑張れる」

など相互交流および思いの共有ができていた。 

認知症初期の人の家族介護者のための支援プログラムに参加することで、直接介護負担を

減らさないものの、認知症の知識や情報が増えること、今後の生活と介護に対して予測が可

能になること、仲間の存在により自己効力感が上昇したなどが考えられた。 

ⅱ）本人の認知症アセスメント DBD13、DASC21、客観的介護負担尺度（Zarit 8、うつ尺度

CES-D、主観的介護負担）の分析 

  本人の認知症状態は、介入前後で DBD13 は、28.9±7.4 から 30.6±1.8(P<0.05)であっ

た。中でも「夜中に起きる」(P<0.01)、「昼夜逆転」、「やたら歩き回る」が高い傾向であっ

た。DASC は 48.9±9.4 から 49.1±10.7、Zarit83.1±1.0 から 3.2±1.0、CES-D17.2±5.0

から 16.9±5.7 といずれも変化はなかった。主観的介護負担感では、3.0±0.7 から 2.8±

0.6（P<0.05）と低下していた。 

     6 か月間の家族支援教室介入前後で、認知症初期の人の状態は、生活障害の変化はなか

ったものの、行動症状が悪化していた。客観的介護負担は変化なかったが、主観的介護負

担が軽減していた。家族支援教室で、認知症初期から今後の見通しについて専門家から情

報を得られたこと、教室に来ることで本人と離れたこと、共感できる仲間と話せたことが

介護負担に影響したのではないかと考えた。 

ⅲ）岡林の対処方略尺度 16 項目 

岡林の対処方略尺度による 16 項目全体の平均が介入前で 2.8±0.5 点、介入後 3.2±0.5

点(P<0.001)で有意な差がみられた。今回の結果では、16 項目のうち特に公的支援追求で



ある「在宅サービスを積極的に利用する」が介入前 2.1±1.27 点から介入後 3.0±0.8 点

（P<0.05）と高くなっていた。他に介護におけるペース配分である「無理しないように介

護している」が介入前 2.1±1.27 点、介入後 3.0±0.8 点（P=0.055）と傾向がみられた。

なお、私的支援追求および介護役割の積極的受容には有意な差はみられなかった。 

     認知症初期段階の高齢者を介護する家族のために集団方式により支援プログラムで 6 か

月間介入した結果、対処方略は介入後ほぼすべてで高くなっていた。対象者は、認知症の

初期段階において介護に対して積極的に受容して行動するというより、まず認知症や介護

サービスの知識を増やすことと、無理しない介護の方法を獲得しようとしていることが明

らかになった。 

(3)認知症初期の人の家族介護者の介護負担の実態を把握する 

2019 年度までに教室 3 クールを実施し、その全データで介入前データを使用した。認知症初期

に絞って①主介護者側の要因別の介護負担度(Zarit8)、介護負担感と介護に関する情報ニーズを分

析した。なお、解析は、SPSS24.0 を用い、χ2test、paired  t-test、一元配置分散分析で分析した。

有意水準を 5％とした。 

 認知症初期の人の主介護者の介護負担度(Zarit8)のの平均点数は 11.9±7.5 点であり、DBD 点数

は、9.31±7.19 点であった。表１にも示すように、介護認定あり、介護サービス利用ありが介護負

担度は高く、DBD 点数も高くなればなるほど介護負担度は有意に高くなっていた。また主介護者の

健康状態、精神状態、主観的介護負担感、人間関係においても介護負担度は有意に高くなっていた

（ｐ＜0.05）。 

次に、認知症初期の人の家族介護者の主観的介護負担感と情報ニーズについて分析した。それに

よる家族介護者の主観的介護負担感がある人は、「介護の中で感じる孤独感を和らげたい」「自分の

気持ちを分かってもらえたと実感したい」「他の介護者の話を聞くことで元気をもらいたい」と思っ

ている人が有意に高かった（P<0.05）。 

これらのことから、認知症初期の人の家族介護者は、本人の症状や行動障害を示す DBD 得点が高

いほど介護負担度は高く、主介護者の健康状態も大きくかかわっていることが明らかになった。ま

た主家族介護者の主観的介護負担感がある人は情報ニーズが高いことが明らかになった。今後、必

要な情報をどのように取得できるのか、多くの情報から自分自身がどのように選択し、自己決定し

ていくかについての支援を検討していく必要があると考えられた。 

 

(4)ガイドライン冊子を作成 

  研究結果から、認知症診断直後の認知症初期の人と家族介護者が最も混乱していることに注目

し、家族介護者が読む冊子を作成した。認知症初期には多彩な症状が出現し、家族介護者は多くの

情報から自分の情報を選択することは難しいが、まず全体像をイメージできることが重要であると

考えた。また、今後の介護の道筋にあたって、調査結果や先輩の声から得られた「認知症本人もそ

して自分も大事にする」という自己決定、自己選択するという自立支援への考え方を中核にした。

また事例を多くしたことで介護にあたって一人ではなく、仲間がいるというピアカウンセリング要

素も含めた。この冊子の特徴は、認知症の人の家族介護者の先輩や現在介護中の方の声から作成さ

れたものであり、認知症の家族に対する考え方や対処方法、介護の工夫もリアリティに富んで整理

されていることである。ケアマネージャー等の支援者にとって混乱している家族介護者の気持ちに

近づくことができ、認知症の人と家族介護者への支援方法が拡大すると考える。 
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